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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞
· ふれあい祭実行委員より、本日・明日の日程についてお知らせあり。

祭係のスタッフ　～本日10/7（金）　16：00　メンタルケア前集合

　　　　　　　　　　　　当日10/8（土）　 8：15　　　　　〃

屋台担当スタッフ～本日10/7（金）　13：30　北病棟（屋台の必要物品の確認と説明）

全スタッフ　　　～本日10/7（金）　15：00　メンタルケア前祭りで使用するテーブル・椅子・テントなどの搬入
明日の服装は、上は白色のシャツ、下は黒系のもの（派手に見えないもの）とする。

各係の担当責任者のPHS一覧と、祭の詳細を各自確認すること。

＜外来より情報提供＞

· 田名部　一樹様～下剤の変薬後の調子について「毎日出ないのが気になる。いきなりしたくな

　ると困る」と話されている。青山荘退所について「排便のコントロールが上手くいくようになったら退所」と本人様話されている。

· 田澤　勝敏様　～「下剤のカマになって、また便がゆるくなった」と話されている。就寝前薬

　のカマが中止になっている。

· 関　秀治様　　～「食欲なく、吐気がすることがある。疲れやすい」との訴え聞かれる。睡眠

は取れているとのこと。また、青山荘でのプログラムへの参加が希望者のみの参加となり、仕組みが変わり大変だと話されている。

· 川口　律子様　～青明舎の紅葉狩りに同居人と二人で参加すると話されている。

· 麦沢　守様　　～10/19就職面接会の為、アーバンホールに行くと話される。職種は選ばずに

とにかく働きたいとのこと。

· 井畑　光湖様　～現在さくら病院通院中の方。当院デイケア見学希望、及び青明舎見学希望あ

り。本日14:00来院予定であり、外来スタッフがデイケアまで案内する予定となっている。

＜就労前準備段階プログラム・報告＞

本日は、『マナー･敬語について』実施。

· 巴　勇樹様　　～身だしなみに気を付けていると話される。最近では毎朝ひげを剃っていると

のこと。姿勢がすぐにくずれる為、モデルをみながら正しい姿勢の練習を行っている。

· 中村　与一郎様～挨拶は普段よりできており、特に問題は見られない。プログラム参加者の中

　　では指摘するポイントが少なく助言する姿が見られている。、他参加者に対して助言する姿が見られている。プログラム開始当初、自分の問題点に関して「特にないです」と話されており、スタッフより細かく確認していくと「社会の事が分からない」と話されている。本屋新聞を読み一般常識を身につけることを目標として、本プログラムに参加する事としている。また、本屋がどこにあるか分からないとのことで、青風荘スタッフや仲の良い他メンバーなどと一緒に行くことを勧めている。

· 佐藤　朗子様　～今回でプログラムが3回目となり、「だいぶ緊張しなくなりました」と話さ

れている。挨拶の練習では、通常声の小ささが目立っており、大きな声で挨拶するように促しているが、今以上に声は出ないと話されている。プログラムに参加する目的として、朝定時に起きる事、集中力を養う事を挙げている。集中力に関しては、現在自宅でビーズ細工に取り組んでおり、活動を継続して行うと話されている。

＜ケア会議報告＞
· 戸賀沢　潔様（50）　統合失調症　ナイトケア利用者
◆ケア会議出席者：本人、姉、青明舎（永長、清水）、作業所（村上）、ナイトケア

· 現在の生活状況について
現在、共同作業所うみねこ幸房とナイトケアを利用中。ナイトケアには欠席・遅刻はほとんどなく、病院受診等の理由で遅刻する際は事前連絡を必ずするという約束は守られていた。しかし、作業所では9月中に一度「内科に行くので遅れる」と事前連絡したものの、受診後パチンコへ行ったため大幅に遅れて出席するということがあった。
生活リズムに大きな乱れ等はないものの、時にナイトケア終了後に市街のパチンコ店へ行き、就床時間が普段より遅くなることがあるとのこと。
作業所では集中して仕事に取り組んでおり、丁寧さ・早さなど評価できる。
ナイトケアでは、服薬の重要性は概ね理解しているものの、時々グループホームから夕食後薬を持ってくることを忘れて取りに戻ることがある。
· 今後の本人の目標・希望について
「いずれは実家（五戸町）に戻って暮らしたい」
「仕事を見つけて月に10万円くらい稼ぎたい」
「今ある借金を早く返したい」
「パチンコにはこれからも行きたい」

· 借金問題について
現在、友人（鈴木茂子様）から少しずつ借りて積み重なった借金（約15万円）を抱えており、本人は早く返したいと話している（以前のケア会議で、月々1万円ずつ返済することを約束している）。しかし、パチンコ店通いも続いており、生活費を注ぎ込んでは友人･知人に借金をする、という繰り返しで、なかなか借金を完済できずにいる。
以前、鈴木茂子様から本人に「生保担当者から『パチンコや金貸しを続けていると生保を打ち切ることもある』と言われたから、早く借金を返して欲しい」と強く言われたこともあるとのこと。
借金を返すためにはどうしたらよいか、本人と関係職員とで話し合う。本人「もう借りないようにする」と話す。もう他人からお金を借りないためにも、パチンコをやめる必要があることを説明するが、本人「ちゃんと月々返すから、パチンコ行ってもいいべ」とつじつまの合わないことを主張する。パチンコを続ける限り、他者からお金を借り続け、借金を完済できないことを説明。本人、渋々という表情ではあったが、「今、抱えている借金を完済するまで、パチンコ店に出入りしない」と約束する。

· 各関係機関の支援内容と連携について
本人の生活状況等については青明舎（永長SW）が中心となって支援する。ナイトケアでは、服薬管理、体調管理、対人関係、余暇活用の面での支援を行う。借金問題は本人もストレスと感じているため、長引かせないよう早期完済を目標とし、パチンコ店への出入りをしないよう助言等を続けていく。

